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研究成果の概要（和文）： 現在のグローバル社会において、内向き志向といわれる学生に海外に興味をもたせること
を目的とした授業方法を構築した。実際に留学した学生へインタビューを行い、何故彼らが留学したのか、また各自の
経験内容についての調査を行うと同時に、留学したくない学生へもその理由についての調査を行った。その後、フォー
ラムサイトを作成し、日本人の学生と外国人学生の交流を行う授業を行った。授業前後に日本と交流相手国についての
認識がどのように変化したかの調査を行い、サイト上での交流が学生の外国に関する興味に影響を与えたことを明らか
にした。

研究成果の概要（英文）： The purpose of the study is to explore what type of education in foreign 
language learning would develop language learners’ curiosities about foreign countries in growing 
globalization and internationalization of the world. The reason why students studied abroad and why 
others didn’t were investigated by interviews and questionnaires. The forum site has been established to 
make Japanese students with foreign students in the course. Changes of students’ recognition of Japan 
and their partners' countries were found. It was also clarified that this interaction on the forum site 
has raised many students' curiosity about foreign countries.

研究分野： 異文化間コミュニケーション学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
代表者は、これまでの英語教育経験におい

て英語学習が好きな日本人学生は多くはな
く、また実際に日本国内では日常的に英語を
使用する場面はほとんどなく、国外の事象に
ふれる機会もあまりないため、学生が英語を
使用したいと強く動機づけられ、また国際社
会に興味をもつ環境は整っていないと感じて
いた。このままの状況が続けば、日本は国際
社会の中で取り残されるのではないか、と危
惧する声をメディアを通して耳にしていた。
国際的な共通語として英語が使用されている
現実を踏まえ、英語教育の中で海外に関する
興味を培うことができる教育方法を考えるこ
ととした。 
そこで、まず実際に留学した学生へインタ

ビューを行い、何故彼らが海外に興味をも
ち、留学したいと感じ、実際に留学したのか、
また各自の経験内容についての調査を行うと
同時に、留学したくない学生へもその理由に
ついての調査を行った。インタビューの結果
では、留学した学生の中には、小学生や中学
生の時に両親や、まわりの人々の影響で興味
を感じるようになった学生が多いことがわか
った。そこで、大学生では少し遅いのかもし
れないが、学生に海外の国、文化や人々に興
味を持たせる機会を与えることを目的とし
て、海外の学生と交流できるフォーラムサイ
トを設営することを企画した。海外の事象へ
の興味を喚起し、英語の有用性を実感するに
は、実際に海外の学生と英語を使用して交流
することが有効だと考えた。交流のためには
英語力だけではなく、自分の考えを説明し、
相手を理解しようとする能力や、相互に意見
を述べあい、さらに自分を省みる能力も必要
であることを実際に体験する機会を与えるた
め、本研究1年目には中国の大学生、日本の大
学に滞在している留学生と交流する計画を始
めた。 
 
２．研究の目的 
大学審議会（2000 年 6 月）では、「グロー

バル化時代において、ますます価値観が多様
化する中で、世界中の様々な人々と共生し、
地球社会の一員として活躍する人材には、そ
の時代と活躍の舞台にふさわしい教養と専
門的知識が必要である」と述べられている。
しかしながら、2010 年 10 月の文部科学省の
発表によると、海外留学する日本人学生数は
年々減少しており、若者の内向き志向等の影
響が問題とされている。 
こうした状況を背景として本研究では、学

生に海外に関心を持たせ、国際社会で活躍で
き る よ う  Intercultural Communicative  
Competence(以降 ICC)を高めるための教育方
法開発を目的とする。教育モデルを構築、改
善、最適化を図り、教育方法を公開する。 
 
３．研究の方法 
（１）平成 24 年度 

a. 前期には留学経験者へのインタービュー
を行い、海外へ興味を持ったきっかけ、留学
先を選んだ理由、留学で学んだこと、困難を
感じたこと、帰国後留学経験をどのように生
かしているか、について尋ねた。また、他の
学生群にアンケート調査を行い、留学したい
かしたくないかを尋ね、それぞれの回答者に
その理由を尋ねた。 
b. 後期に動画フォーラムサイトを開設。参
加学生の出身国は、日本、中国、韓国だった
ため、それぞれの国について自分の興味のあ
るテーマを選び、学生はグループで自ら調べ
てプレゼンテーションを行い、その動画をサ
イトへ掲載して外国人学生や留学生と意見
交流を行った。また、他の学生のプレゼンテ
ーションや Power Point file を見て、自分
の意見を言い、相互交流を行った。学生は課
題としてDiaryを2度、エッセイを1度書き、
自分の体験について述べた。さらにフォーラ
ムサイト活動の改善すべき点についても述
べた。 
 
（２）平成 25 年度 
a. 前期は前年度授業で得た学生からの感想
や意見の分析を行い、フォーラムサイト活動
の改良点について、研究分担者とも協議し、
改良を加えた。 
b. 後期にフォーラムサイト活動を実施。参
加学生の出身国は、中国、台湾、日本であっ
た。フォーラムサイト上での交流前後にはホ
フステッドの５つの文化次元の観点からの
質問紙を利用し、学生の自文化や他文化につ
いての認識の変化を測定した。交流期間中に
は学生に diary を書かせ、Byram（1997）の
提唱する「知識、態度、技能、クリティカル
な文化的気づき」から構成される ICC の観点
から、変化を測定した。中国人学生から、フ
ォーラムサイトの改善点について助言を受
けた。 
 
（３）平成 26 年度 
a. 前期は前年度の交流で得たデータの分析
を行うと共に、フォーラムサイト活動。参加
学生は、台湾の大学生、日本の大学生、日本
に来ている留学生（ブラジル、インドネシア、
スペイン、ニュージーランド、メキシコ、フ
ィンランド、USA）であった。日本人学生に
は授業の前後で、外国への興味がどのように
変化したかを調査し、Diary とエッセイで意
見を書かせた。 
b. 後期はこれまでの学生からの要望や使い
づらさについての意見を基に、フォーラムサ
イトの改良を行った。フォーラムサイト活動
は日本人大学生と台湾大学生との間で行い、
Diary とエッセイで意見を書かせた。 
 現時点で作成した ICC 評価方法に基づき、
研究分担者 2名によって、26 年度前期受講学
生の内5名のサイトでの活動内容とエッセイ
を対象として、評価の試行を行った。 
 



４．研究成果 
（１）留学に関するアンケート調査 
 101 名の大学生へ調査した結果、 
留学したくない：61 名 
留学したい：38 名 
既に留学した：2名 
A 留学したくない理由（複数回答） 
① 経済的困難：70％ 
② 英語力の不足：38％ 
③ 外国に興味を感じない：26％ 
④ 外国は危険だと感じる：25％ 
⑤ 就職活動が遅れる：21％ 
 
B  留学したい理由（複数回答） 
① 英語力を高める：29％ 
② その国の文化に興味がある：28％ 
③ 自分の研究領域のことを調べる：18％ 
④ 以前行ったことがある：11％ 
 
 以上の結果より、学生に実際に英語を使用
して交流を行うことによって、自信をつけさ
せること、実際に海外の学生と交流すること
によって、外国への興味を高めることの必要
性が確認できた。 
 
（２）平成 24 年度後期にフォーラムサイト
活動に参加した日本人学生 40 名は、本コー
スを受講後、外国への興味について下記のよ
うに回答した。 
① 以前より興味が増した：80％ 
② 以前と同じ程度興味がある：17.5％ 
③ 興味がない：2.5％ 
 
（３）平成 25 年度後期にフォーラムサイト
活動に参加した日本人学生 21 名の中国、台
湾、日本についての認識の変化について調査
するため、ホフステードの５つの文化次元の
観点に関する質問紙（Dorfman and Howell’s, 
1988）をコースの前後 2回に実施し、その結
果を比較した。 
 下記の 5種の指標について 5段階評価で調
査した。 
・「権力格差」：意思決定のスタイル 
・「不確実性の回避」 ：あいまいさに対する

寛容さがないこと・指示書・規則の重要性 
・「男性らしさ」：自己主張・競争・男性優位 
・「集団主義」：集団の成功 
・「儒教的価値観」：序列・倹約・根気強さ・  
 恥 
 
図１．3 カ国について各指標に関する認識に

変化があった学生の割合 
Ｎ＝２１（男性８名・女性１３名） 
 
 
 
 
 
 
 

 この結果から、参加学生の半数以上の学生
が3カ国についての認識に変化があったこと
がわかった。 
 
 さらに、各国について５つの指標それぞれ
についてのコース前後での比較を行い、T 検
定を行った。5 段階評価を使用し、１は強く
反対、５は強く賛成という基準で評価を行っ
た。 
 
表１．日本についての認識の変化（Ｎ＝２１） 

指標 前 後 Ｐ 

権力格差 2.52 2.54 .867 

不確実性の回避 4.06 4.12 .623 

男性らしさ 2.54 2.16 .003* 

集団主義 3.82 4.17 .163 

儒教的価値観 3.71 3.01 .0002** 

・日本における「男らしさ」についての認識
の変化は有意であった。学生からのコメン
トの例としては、「日本は男女格差をなく
そうとする動きが多いが、まだ少し残って
いる感じがする。」 

・日本における「儒教的価値観」についての
認識の変化は有意であった。学生からのコ
メントの例としては、「日本では「上座」「下
座」という考え方があり、目上の人に従う、
という文化が根付いており共和を重んじ
る民族であるということがプレゼンテー
ションから分かったので、それまでの価値
観が変わっていた。」 

 
表２．中国についての認識の変化（Ｎ＝２１） 

指標 前 後 Ｐ値 

権力格差 3.64 3.47 .44 

不確実性の回避 3.82 4.11 .087 

男性らしさ 3.7 3.52 .399 

集団主義 3.42 3.6 .358 

儒教的価値観 3.6 3.89 .168 

中国についての認識の変化にはどの指標
にも有意差は観察されなかったが、下記のよ
うなコメントが得られた。 
・「権力格差」について：「今まで、中国は権
力の差がすごくあって、きっと国民も私た
ちとは異なっているのだろうと思ってい
た。しかし、彼らのコメント等を見てみる



と、日本人となんら変わりがなく、むしろ
プレゼンテーション等のやり方をみてい
ると結構自由なんだということが分かっ
た。」 

・「儒教的価値観」について：「指標に変化は
あった。中国でも職場での地位の序列を重
んじてそうで、部下はそれに従わなければ
いけないのかもしれない。耐えるというこ
とが求められるところなのだろうか。」 

 
表３．台湾についての認識の変化（Ｎ＝２１） 

指標 前 後 Ｐ 

権力格差 2.96 2.98 .895 

不確実性の回避 3.71 3.87 .208 

男性らしさ 3.46 3.31 .471 

集団主義 3.65 3.54 .543 

儒教的価値観 3.64 3.71 .580 

台湾についての認識の変化にもどの指標
にも有意差は観察されなかったが、下記のよ
うなコメントが得られた。 
・「不確実性の回避」について：「台湾のこと
についてあまり知らない状態であったが、こ
のサイトを使い始めたころの台湾学生のペ
ージで日本と台湾の従業員を比較していた
ものがあり興味を持ってコメントしたとこ
ろ、意外と日本と考え方が似ていた印象を受
けたから変わった。」 
・「男性らしさ」について：「もともと男女の
役割分離について台湾にあるとは思ってい
なかったが、フォーラムを見て男女平等は根
強くあると思った。男性も女性も和気あいあ
いとしており、男性が優先して権限を持つ想
像は全くなかった。」 
 
（４）フォーラムサイトでの活動のメリット 
 学生の diary やエッセイの内容から、下記
のメリットが確認された。 
・自分が新たに、自文化について調査を行っ

たり、他の日本人学生や外国人学生の自文
化についてのプレゼンテーションを見る
ことにより、通常意識していない自分の身
の回りの出来事、過去に経験したことにつ
いて省察を行い、新たな認識を得たり、気
づきを得ることができる。 

・これまでよく知らなかった国についての情
報を自ら調べたり、その国の学生たち自身
のプレゼンテーションやコメントによっ
て直接的にその国についての情報を得る
ことができる。 

  
 これらのメリットにより、フォーラムサイ 
トでの活動を行うことで、日本人学生の外国 
に関する興味は高まる可能性が高いことが 

本研究の結果から分かった。本教育方法に 
より、交流対象国についてのステレオタイプ 
やバイアスをより事実に近いイメージや認 
識へと変えることができ、さらに自文化につ 
いて、より事実に近い情報を外国の学生へ発 
信することができ、学生自身も新たに得られ 
た事実を再確認できた。 
 
（５）Intercultural Communicative 
Competence（ICC）の評価方法 

 Byram(1997, 2008)の定義によると ICC は 
1) Attitude、 2)Knowledge、3)Skill of  
interpreting and relating、4)Skills of 
discovery and interaction 、 5)Critical 
cultural awareness の 5項目の能力から構成
されている。 さらに各項目は複数の下位項
目に分けて詳しく定義されている。ここでは
紙面の都合上、評価方法について詳細に説明
することはできないが、各下位項目を以下の
５つの判定基準をもって、評価することを提
案した。1) not observed、 2) slightly 
observed、 3) seemingly observed、 4) 
roughly observed、 5) perfectly observed。 
 本研究での研究分担者 2 名によって、5 名
の学生のフォーラムサイトでのプレゼンテ
ーションとコメント、エッセイについて評価
の試みを行った。2 名の教育者それぞれの評
価結果は一部分は同様の判定であったが、異
なる判定結果も多くみられた。この評価の違
いの原因については、さらに分析を行い、今
後は一貫的な評価基準を策定するための研
究を続けていく予定である。 
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